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この度、中央労働講座に参加させていただき、これまでの先輩方が闘争を通じて勝ち

取ってこられた多くの権利や制度、そして反戦・平和の重要性について学ぶことがで

きました。また、産別協定や事前協議制度の意義と、これらを今後も継続して守り発

展させていく必要性についても、深く理解することができました。 

さらに、労働組合の仕組みや役割、若年層への伝え方、組織の強化に向けた取り組

み、幹部としての心構えについても学ぶことができ、大変有意義な時間となりまし

た。 

組合役員としての経験が浅い私にとって、今回の講座はすべてが新鮮であり、多くの

ことを学ぶ貴重な機会でした。その一方で、自分がいかに無知であったかを痛感させ

られる場面も多く、身の引き締まる思いでした。 

今後は、今回得た学びを一つひとつ実践に活かしながら、より良い組合活動に貢献で

きるよう努めてまいります。 


